病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和4年10月29日(土)　　　　　　　　司会・記録：大久保　吉経
	松村
	加藤
	本川
	澤田
	大久保
	岩藤
	田口
	藤田
	横町

	明け
	〇
	年
	休
	〇
	明け
	〇
	準
	準

	佐々木
	原子
	柴垣
	阿部
	
	
	
	
	

	休
	休
	休
	〇
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・本日、秋の鑑賞会開催の為、SSTはありません。
＜患者様連絡事項＞
・板橋　利美様～左手浮腫、痺れに関して主治医へ報告し、経過観察の指示

受けています。
・島脇　法依様～父様よりコロナワクチン接種券届いています。

＜要注目患者様情報＞
・高橋　義明様～ニヤツキ見られていますが日課の遅れはなく、自室で静かに
　　　　　　　　過ごされています。

・小笠原　文人様～気分の高さ見られ奇異行動ありますが、易怒性や日課に支障は
　　　　　　　　　ありません。
＜勉強会資料＞
障害福祉サービス、介護保険サービスについてまとめています。
障害福祉サービス、介護保険サービス

障害がある事で、日常生活や社会生活に困難を感じる方も多くいらっしゃいます。

「障害福祉サービス」はそういった困難に対して、手助けとなる福祉サービスです。

「障害福祉サービス」は大きく分けて、就労移行支援などの働くためのサポートの
「訓練等給付」と、住宅介護などの日常生活のサポートの「介護給付」の2種類が
あります。

障害福祉サービスの対象者はどのような人?

①18歳以上で以下の条件に該当する方

　・身体障害者

　・知的障害者

　・精神障害者（発達障害者を含む）

②傷害児

　 満18歳に満たない方で、身体・知的・精神に障害がある児童のこと。発達障害児も
含む。

③難病患者

　ここでは障害者総合支援法で指定されている難病を指す。その程度が日常生活者や

　社会生活に相当の制限が加わると認められる場合に、障害者総合支援法の障害者と

　扱われ、障害福祉サービスの対象となる。

訓練等給付とは?

障害のある方が日常生活や社会生活を営むために、必要な訓練などを提供する
サービス。リハビリテーションや就職に関わるサービスがあります。

【自立訓練】

●機能訓練
身体障害者の身体機能の維持や回復のための訓練を提供する障害福祉サービス
です。

　 理学療法士や作業療法士によるリハビリテーションを行います。

●生活訓練

　 精神障害者と知的障害者を対象に社会生活するための能力の向上を目的に訓練を
提供する障害福祉サービスです。事業所への通所や利用者の自宅を訪問し訓練を
行います。

【就労支援】
●就労移行支援
　 一般企業への就職を希望する障害のある方へ向けて、必要な能力や知識を得る
ための福祉サービスです。就職後も原則6ヶ月間就労移行支援事業所からの
定着支援が受けられます。6ヶ月経過後は「就労定着支援事業所」と契約して
最大3年間の定着支援を受ける事が出来ます。
●就労定着支援
　 就労移行支援や就労継続支援 (Ａ型・Ｂ型) などを利用して一般企業などに就職した
方へ向けて働き続けるためのサポートを行う障害福祉サービスです。利用者の日常
生活や会社での問題の相談に乗り、解決するためのアドバイスを行ったり、企業と
連携して働く環境を整えることなどを行います。サービスは就職後6ヵ月以降の方が
対象となり、利用期間は3年間です。

●就労継続支援 (Ａ型・Ｂ型)
すぐに一般企業に就職するのが困難な状況の方に対して就労や生産活動の機会を
提供し、能力や知識の向上を図ります。どちらも利用期間に定めはありません。
●就労継続支援Ａ型

　 雇用型とも呼ばれ、原則的に利用者は事業所と雇用契約を結びます。そのため
　 労働基準法や最低賃金が適用され給料が支払われます。その中で働く機会の
　 提供や一般企業への就職へ向けた支援を行っていきます。
●就労継続支援Ｂ型

　 非雇用型とも呼ばれ、利用者は事業所と雇用契約は結びません。給料の代わりに
　 作業に応じた「工賃」が支払われます。就労移行支援やＡ型への移行や一般企業へ
　 の就労に向けた訓練を行います。
【居住支援】
●自立生活援助
　 障害者支援施設などを利用後に、一人暮らしを希望している方に向けて自立した
生活を支援するサービスです。定期的に利用者の自宅を訪問し必要な助言などを
行います。
●共同生活援助（グループホーム）
  障害のある方が共同で生活を行い、世話人などにより生活の支援を受ける事が
出来るサービスです。食事の提供、入浴、排泄、金銭管理、緊急時の対応などの
支援を受ける事が出来ます。

　

【訪問】
●居宅介護（ホームヘルプサービス）
　 ホームヘルパーが介護の必要な方の自宅に出向いて提供されるサービスで、日常
生活で困難な事に対しての援助を行います。「身体介護」「家事援助」「通院等介助」
「通院乗降介助」の4つがあります。

●重度訪問介護
　　重度の障害がある方にホームヘルパーが自宅へ出向いて支援を行うサービスです。
　  居宅介護との違いは入院時の支援も含まれる点です。
●同行援護
　 視覚障害のある方が外出する際に必要な情報の提供や同行を行います。移動の支援
　 や排泄・食事の介護、役所や病院での代筆・代読、危険回避のための支援などを
行います。日常生活での買い物や通院、公的機関への外出、余暇活動などでの外出が
対象となります。
●行動援護
　 知的障害や精神障害があり行動の際に介護を必要とする人に、行動を伴う危険を
　 回避するための援護を行う事です。行動・感情のコントロールが難しい場合に
　 外出時の介護を行います。
●重度障害者包括支援
　 重度の障害があり多くの種類の支援が必要な人に対し、包括的なサービスを提供
　 する事です。居宅介護、行動援護など様々なサービスを切れ目なく提供します。
【日中活動】
●短期入所（ショートステイ）
　 介護者が不在となる際に、介護を必要とする人に対し一時的に施設で預かり介護や
　 支援を行う事業所の事です。障害のある方だけでなく家族などの介護者の負担軽減
にもなります。

　 
●療養介護
　 医療機関に入院し食事や排せつの介助だけでなく、医療行為も提供するサービスです。
　 長期の入院や常時の介護を必要とされる方が対象となります。
●生活介護

　 支援施設へ通所し日常生活上の支援を受けるほか、創作的活動や生産活動を行う
サービスの事です。手芸やパンの製造などを行い、社会生活への参加意欲などを
高めることを目的としています。
【日中活動】
●施設入所支援
　 日中に自立訓練や就労移行支援を利用している方に対し、夜間の支援を提供する
サービスです。施設に入居し主に夜間の入浴や排せつ、食事などの介助を行います。

